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会議の概要（発言の要旨） 

発言者 議題・発言・結果等 
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１．開会のあいさつ 

  高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施については、関係機

関、関係部署が連携し、一体となって取り組んでいく必要がある。

市長は高齢者対策として、「日本一の健康寿命」を政策の方針に掲

げ、連携して取り組んでいくことを重要視している。市内の高齢

者の自立した生活ができる期間の延伸、ＱＯＬ（生活の質）の維

持、向上を図るため、活発なご意見、ご検討をお願いしたい。 

 

２．説明『高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について』 

   資料 No.１～３により説明。質疑なし。 

 

３．グループワーク 

『概要説明及び佐渡市の状況を聞いた感想、各関係機関から見た

実態』 

 

ＫＤＢシステムのデータは分析には大事なデータだが、ＫＤ

Ｂデータに反映されない、健診未受診者などの未把握の部分に

ついて、実態把握事業を活用できるとよい。 

運動習慣については、みんなで集まってできると良い。すで

にいろいろな教室はあるが、参加者が少ない。インセンティブ

を与えることで参加者を増やしてはどうか。また、誘ってくれ

る人がいると行ってみようと思うのではないか。 

 

   健診などに出てくる方はデータから情報が取れ様子が分かる

が、健診や教室に出てこない方が心配。そういう方の情報を得

られるとよい。実態把握事業において、効果的な訪問の仕方等

を検討できるとよい。 

   包括支援センターで高齢者の情報を得るために、民生委員の

定例会などに出席して、顔つなぎをしている。民生委員や嘱託

員、健康推進員などから気になる人の情報をもらえるとよいの

ではないか。 

   歯科医師会では、今年度オーラルフレイルについての研修会

を予定している。歯科医でもむせに関する対応はすごく難しい。

研修会を開催し県歯科医師会とも連携しながら進めていきた

い。口への関心・意識は人によってかなり差があるように感じ

る。まずは口腔ケアをいろいろなところで啓発し、意識を高め

ていかなくてはいけない。 

   どの世代でも運動習慣がないことについては、農作業をうま

く使った教室などをやったらどうか。また、シルバー人材セン
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ターの活動をより活発にすることで、高齢者が元気になるので

はないか。 

 

   元々痩せている方が入院をして安静を保つことで、更に痩せ

てしまう。そうするとなかなか治療が進まない、回復しないと

いうことがある。しっかり体重があることは大事。 

   口腔ケアについて、高齢者はなかなか治療が続けられなかっ

たり、歯がなくても柔らかいものなら歯茎で噛める、というこ

とで食事に偏りがでて低栄養につながったりということがあ

る。歯の健康は取り組む必要がある。 

   運動習慣について、自分の足で最後まで歩けることが大事。

高齢期になってから運動しましょうと言っても、習慣がなけれ

ば難しい。50～60 代くらいから運動を始められるとよい。運動

や農作業等、体を動かして生活能力が上がる活動をするとよい。

スポーツでなくても農作業や家事でもいいから、体を動かすこ

とが健康に繫がることを伝えていくとよい。 

   独居の高齢者も増加してきている。独居の方が入院後、地域

に帰れる社会のしくみをもう少し考えられるとよい。 

 

ＫＤＢデータを使って健康状態を分析することはとても重

要。そして改善するためにどうするかを考えることが大事。し

かし、その結果が還元されないとよくない。市の保健師で情報

を共有し、状態を見て、またデータを取るということを繰り返

していく作業ができるとよい。 

配食サービスについて、もっと効果的にできるとよい。例え

ば管理栄養士が講習会等を実施し、配食サービスの業者が弁当

のメニューを作るヒントになるとよい。また、弁当については、

ご飯ありとおかずのみの選択ができるようになるとよい。 

買い物支援について、デマンドの乗り合いバス等やっている

が、思い通りにならないなどという声がある。備蓄や近所の付

き合いで何とかカバーしている状況があるので、何とかできる

とよい。 

認知症について、認知症が進むと引きこもりの要因になる。

それを防ぐためにはサロンの継続が大事だが、スタッフはどん

どん減少している。サロンの担い手を養成していくことが大事。 

 

貴重な意見をたくさんいただき、イメージが見えてきた意見

もあった。ＫＤＢデータの分析をし、それを還元するようにと

いう意見もいただいた。まずは今後の専門部会で専門職の皆さ

んに還元したい。 

一体的実施は佐渡市全域からではなく、一つの日常生活圏域



 からでもよいことになっている。優先順位の高い地区から始め

ていきたい。 

 

４．閉会 

 

 

 

 


